
情報部会

研究主題 普通教科 「情報」における評価の活用 と授業の改善

1主 題設定の理由

教科 「情報」は、平成15年 度 より年次進行によ り段階的に始まる教科であるa教 科 「情報」は、進展す

る高度情嬢化社会において、生徒が情報機器や情報通信ネ ットワークなどを活用した情報活用能力を身に

付けることを目標に新般された教科である。

そのため、本部会では昨年度に研究 ・開発 した評価規準、評価方法及び年間指導計画を踏まえ、教科 「情

報」の効果的な指導方法の確立 と生徒による授業評価を活用 した授業の改善について研究を行 うこととし

た。

研 究のねらいは、以下のとお りである、

① 生徒による授業評価の結果を授業改善に活か していく指導方法を確立する。

生徒 による授業評価を集計 ・分析することに時間がかかることで、授業を改善するタイ ミングのず

れを防ぎ、また生徒による自己評価を蓄積 し生徒の変容を活か した効果的な指導方法を確立 していく

ことが必要である。

② 実習を踏まえた教科 「情報」における生徒による授業評価の項 目を確立す る1,

実習時間を多 く伴 う教科 「情将」においては,生 徒による授業評価の結果を授業の改善に活かすた

めに、適切な評価項目を設定することが必要である。

③ 教科 「情毅」の実践を通 して豊富な実践事例を蓄積 し指導内容や指導方法を確立する。

新教科 とい うこともあ り他教科に比べて実践事例押少ない。研究授業を多 く設定 し、指導事例の蓄

積を図 り指導内容や指導方法を確立することが必要である,

④IT{情 報通信技術)を 活用 した効果的な評価システムを碓立する。

情報機器や情報通信ネ ットワーク技術を活用 した生徒による授業評価システムを開発することは、

生徒の情報活用能力の育成を図る効果的な実習の在 り方を行 うために欠かせない.

皿 研 究概要

本部会では、上記のねらいを踏まえ、次のような研究と実践を行 うことにした。

ITを 活用 した効果的な授業評価システムの開発では、EXCEL上 で集計を行 う内容のものとして、2種 類

を開発 した。 どのシステムも瞬時に評価が集計でき、次の授業改善に役立てることができる。一っはEXCEL

の他 ファイル参照機能を活用 した集計システムで、もう一つはサーバー上にある生徒個々の授業評価 ファ

イル をサーバー上で集計するものである。構造が簡単でどの学校でも導入が可能である。

次に、既存のソフ トウェアとして 「RubrieChart」 を活用 した授業評価の研究である,こ のシステムは、

評価項 目を股定しておくことにより簡単に授業評価について集計できる.

さらには、サ・一バーに授業評価や授業の内容について感想を入力できる 「日誌」と呼ばれるヂータベー

スを構築 した授業評価システムである。年間を通 して継続的に生徒個々の授業への取 り組みが把握できる

だけでなく、生徒個々の理解度を具体的に把握することができる,

最後に、教塞での授業も想定 した授業評価システムについての研究である。生徒による授業評価を評価

シー トとい う紙に記入させ、文書化 してサーバーに保存 し、今後の授業の改善に役立てるとい うシステム

の開発である。

以上、5種 類の生徒による授業評価システムの開発を行い授業改善に役立てる研究を行った。
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1ネ ッ トワー ク を 利 用 した評 価 の 活 用

(1)内 客

ア 評価 システムの概裏

このシステムは、Excelの 他ファイル参照機能を用いた評価システムで、サーバー機内の生徒用個

人用フォルダーにある評価ファイル(「 生徒用評価シー ト」)を 管理者権限を用いて直接参照す る方

法である。 このシステムでは、生徒が 「生徒用評価シー ト」に記入 し、ファイルを上書き保存を行

うことによって、教員機の 「集計ファイル」に生徒による授業評価データが集約されるシステムで

あるeExcel上 で 「瞬時に」データが集約 されることにより、容易に集計や加工をす ることができ、
f生徒による自己評価を瞬時に授業改善へ活用できる」、「リアルタイ.ムで生徒問の相互評価ができ

る]一などの良さがあるeま た、生徒用フォルダーに自己評価のデー タが蓄積 されることによ り、履

歴を活用 して再度自己評価をすることもできる。なお、生徒用フォルダはセキュ リティ機能が効い

ているため、他の生徒に評価を見られない設定になっている。

生徒機

壕 豊
璽2

思サーバー機

イ 評価システムと授業実践

この評価 システムは、f『問題解決』 としてのアンケー ト調査(全8時 間)」 の授業において、主と

して①毎時間授業の 噛 己評価」、②発表等における相互評価、③全8時 問の授業終了後の総合評価

と再自己評価の3点 に活用 した。 なお、①の 「自己評価」については、この授業にかかわらず毎時

間記入す るよう指導 している。

② 準 備

作業の段取りとして、①サーバー(セ キュリティ)の 設定、②評価ファイル(「 生徒用評価 シー ト」)

と教員用集計ファイルの作成、③ファイル配布プログラム(バ ッチファイル)の 作成 と実行、④教員

用集計ファイルの参照項 目設定の4っ がある。特に、①ではサー一バー機に生徒専用の個別フォルダが

あることを大前提 としている。③や④はエクセルのオー トフィルや置換といった機能を利用するが、

ある程度DOSに 関す る知識が必要となる。

(3}評 価

① 生徒の自己評価の活用

生徒用 フォル ダに用意 した右図

のよ うな自己評価シー トに、生徒

は毎時問の授業終了後、入力 し上

書 き保存 を行 う。全部で8項 目あ

り、4っ の観点及び授業内容 にっ

,い ての質問が用意 されてい る。 ま

た、授業内容によっては、自己評

価 シー トの内容 を差 し替 えて捷示

し記入させ ることもできる.

教員機には、生徒ファイルの集計用として右図のよ 轍員纂肝用)

うな集計ファイルが用意 されている。 このセル1

っ1つ に各生徒ファイルへの参照式が組み込まれて

いる。 これはExcelフ ァイルなので、得 られたデー タ

を簡単に集計す ることがで き、生徒一人一人の状況

(生徒記入 用}
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や 、全体 の傾 向がつかめるよ うになっている。 像 員紺+用)

右 図は 、あ るク ラスの集 計表 で、教 員の 説明は あ

る程度 わか りやす か った反 面 、授 業 内容の 理解 に不

安 が残 る生徒 が多 く見 られ た こ とがわか る(左 列 か

らQl,Q2… となってい る。 質 問項 目は 前ペ ー ジ

参照 〉。 これ に より、次回の授業では、知識定着度の向上 を意識 し、始 めに前回の復習の時問 を多め

に とるな どの 工夫を施すこ とがで きた。

f自 己評価 シー ト」 による授業評価 は、何回か行 ううちに、ほ ぼ全員 が授 業終了前 に1分 程度 で

記入 でき るよ うになった。 なお 、毎 時間の 「自己評価」 では、生徒 の学 習への理 解度 を把握す る こ

と と生徒の学習への意欲を高 めるた めの2点 で活用 してお り、 これ らの 内容 を直接成 績 に取 り入れ

るよ うな ことは行 っていない。評価 の対 象 は、単元終了後 に生徒 自身が学習へ の取 り組み を振 り返

る時 に記入す る 「給 合評価」の結果である。

② 発表等にお ける相互評価への活用 性 徒記入用)

相 互評価で は、「ア ンケー ト異施」及び'畠 ・・',・・'・

「調査発表」時に他班の評価を行い、結

果 を次の授業時にフィー ドバ ックLて い

る。 それにより、生徒は班の評価を客観

的 に把握でき.次 の学習活動の改善に役

立てている。

4
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これ によ り、生徒 は 「アンケー ト」の 目的 を理解 した り、プライバシー

な どに配慮す ることの重要性 も理解 し、「調査発表」時に配慮すべ き こと

を意識 できるよ うになった。

③ 総合評価 と再自己評価

単 元終 了後 の 「総合評

価」 について も、同様な

方法で配布 ・集計 し評価

した。特 に、相互評価 の

結果 は、生徒に とても大

きな影響 を与え、視野が

広が った とい う意 見が多

く見 られた。
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また、蓄えられた自己評価のデ 性徒記λ刷
一タの平均 をとることによって再

評価 を行った。各生徒が自己の評

価 を振 り返 る機会となり、どの観

点が弱いか、今後 どのような点 を

改善すべきかを考える機会になっ

た.

(4)授 業改普

生徒による授業評価データを瞬時に葉計できることは、生徒の授業への理解をリアルタイムで把握

でき、次の指導に生かすことができる,ま た、上記の実践か ら、複数の適度なサイクルでの評価や相

互評価をうま く組み合わせることは、生徒の 「自ら学ぶカ」を向上させ、授業に対する意欲的な取 り

組み とな り、授業の改善につながっている。
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2Excelを 用 い た 評価 の 活用

(1)内 容

ア 概 要

生徒による授業評価の方法 としてExcelを 用いる。サーバー機の教員用フォルダにExcelの ファイル

を作成 しておく。生徒はそのファイルを読み込み、ファイル(授 業アンケー ト)に 書き込む。次に生

徒 自身のID番 号をファイル名としてサーバL・一・機の生徒用フォル ダに保存をする.予 め作成 しておいた

集計用のファイルによって、生徒の保存 したデータが リンク貼 り付け機能で読み込み処理される。ア
ンケー トは1～4ま での番号選択で回答す るものと、「自由意見」を書き込む もので構成 している。 こ

のアンケー トは5分 程度で実施す ることが可能で、集計も簡単にす ることができる。番号選択の回答

と自由意見は別に集計するよ うに しでいる。

イ 実 践

この授業評価 システムで一学期に2回 生徒による授業評価 を実施 し評価結果を集計 した,1回 目は

学期途中で生徒の様子を把握す るために行い、(1)か ら⑧ までの番号選択のみでの実施である.2回

目は一学期 を振 り返っての授業に対す る調査であり、番号選択に加 えて 自由意見欄も設けた。番号選

択の集計は1～4に ついての人数を出 し、1と2を 合わせた人数の割合 と3と4を 合わせた人数の割

合 を計算するように している。

(2)準 備

事前に準備 してお くものは、①授業アンケー トのファイル、②集計用のファイルだけで、特別な知識

は必要としない.

(3)評 価

番号選択及び 自由意見の結果か ら、実習の授業は多くの生徒が一生懸命に取 り組み、理解できている

が、教室での授業では内容が難しかった と答えている生徒が半数以上になっている。

本校 の教科 「情報」は少人数制授業で行っているため個別指導がしやすい。 自由意見は、個別指導の

材料 となるものであるc2回 目の授業評価で自由意見欄を設けたが、生徒は予想以上に自由意見を書い

ている。今後も自由意見から生徒の考えや授業に対する評価を整理 し、個別指導を行いなが ら授業改善

を図ってい く。

(4)授 粟改蕃

クラスの全生徒が授業アンケー ト(授 業評価)を 生徒用のフォルダに保存した瞬間、生徒による授業

評価 を集計す ることができることから、次の授業または別のクラスの授業に活かすことができる。例え

ば授業のねらいがわからないとい う回答が多い場合には、授業の導入の部分に時間をかけて授業のね ら
いを説明す るよう授業計画をたてることができる。

一95一



ツロセス 姻 点;1即 心・看欲・態度2
"τ 一一 一 』 融L判 輯

3樋 縣 蓼 監一一 一'一 　一 一T"一 一'L蜘i静 縣 》
壷錘 「

1雷蟹
項 目 糎 』し.」訟 ら ム重鵬Lし 薫

A
、......おお 盤 劃 議 足

日

ムi漣 し._.、.._ _亜 薔 踊 戯 選....

Do

『 ストー1」一 船
宝体の淀 れbは く考え
ら軌τおu誰 に為わ

薦 面自L曲 莇 颪..
当要概能は理解した

上で 捜桑で騨明のな
血㌧た櫓 旨についても

融岨 』た一_

全 体 の流 れ力湾 えら

れているがわかU=く

L庶 星距i陸る」 一......

必 妻な棚 能 は免生 に

闇 かな(て も撮作 で音

る、

流れ カ1パラパラ雌が ス

トーリーとしτは何 と

何Oiポ イントであるか

削 お 春uとわ由】らな

い費

F 操作方法の理艀 114

.甜枷 ら,..

尭生1ゴ胤 、たu夜 遵

1コ胴腕 がら何 とか操

作め5できる.

操俳はよくわb1らない

①で 儲価 圃の事を
や,拙

一.噛 噛噛.唱

3RubricChartを 用 いた 評価 の 活 用

(1)内 容

ア 概 要

実習の授業評価の方法にRubricChartを 用いる。異習を始める前に評価基準を作成 し、生徒に評

価内容を提示する。評価基準は、プロセス(過 程)と プロダク ト(結 果)に 分けて作成する、実習

終 了後に、この評価基準による生徒の自己評価を行い実習の評価の参考 とするとともに、授業改善

に役立てる.今 回は、プロダク トに 「授業に対する評価」と言 う項 目を設定 し、授業評価 も行った。

楽左 表 の様 な

形 の評 価 シー

トを事 前 に 作

成する。

イ 授 業内容

4コ マ漫画 の作成 を通 して 、プ レゼ ンテ ーシ ョンの基本 と操 作方法 を学ぶ一5名 の 班を作 り、出

来上が った作 品の相互評価 も行 う。そ の際 、プ リン ト 〔ア ドバ イス シー ト)を 準備 して評価 を 記入

させ 、お互 いの評価 を閲覧 で きるよ うにす る。授 業の最後 に、事前に提示 した評価基 準に照 ら し合

わせ て、生徒各 自が 自己評価 を行 う。 また、授業評 価 も併せて行 う。

詞= '
、齪

(グループに分かれての発表)

験
L

'
」

(友人の発表を聞いて

アドパイスシートへの記入)

(RubricChartを 利 用 して

自己評価 ・授業評価 の入力)

(2〕 準 備

ホ ームペー ジよ り無料 でダ ウン ロー ドできる、RubricChartを サ ーバーにイ ンス トール し、共 有設定

な どを行 う(URLはhttp=〃 ㎜.nichibun.net/rubric/index.htm)。 共有設定 は ドキュメ ン トを読 めば数分

で分 か る簡 単な内容であ る。 設定後 、課題 に合わせた評価 基準の作成 を行 う。今回 は授業 評価 も含 め、

7項 目を作成 した。 この評価基準は 、生徒 へ要求す る学習内容 を個 々に反映す る 二とができ る,

③ 騨 価

実 習で は、生徒 の相互評価 を行 う、 良い点 を見付け る 目と的確 なア ドバイ スが で きる能 力 を育成 す る

ことをね らい としている。 相互評価 を行 う用紙 は、 グル ープ内で熟読 させ 、自分 の作品が どの よ うに評

価 され てい るのかを感 じ取 らせ た,最 後 に、 自己評価及 び授 業評価 をRubricChartを 用い てコン ピュー

タで入力 を行わせ る.生 徒の入力終了後、す ぐに クラス全体 の集計 が提示 画面に提 示す ることがで きる。

生徒は 、 コン ピュー タネ ッ トワー クのすば ら しさを感 じて くれ たよ うであ る、、

授 業後の評価 と しては、実習の規模 に比べて 、評価項 目が多 かった,2時 間程度 の実習 であれ ば 、プ

ロセ ス とプ ロダ ク トそれぞれ、1項 目ぐらいの簡単 な自己評 価 でよい,長 い時 間の総合実習 な どで は、

グル ープ ワークな ど教員が授業 中に 目の届 きに くい点 で 自己評価 を させ 、評価 に利 用す るのには大変有

益で ある。

(4)授 業 改 善

自己評価 、授業 評価 を短 時間で集計す るにはRubricChartは 大変 便利 なツール で ある。今 回の授 業へ

の満足度 では8割 程度がA、Bの 評価で あった,そ れ以外の評価 には 「時間不足」 「先生が なかなか来て

くれ ない」 な どがあ った。 今回、相互評価 は紙 べ一スで行 ったが、RllbricCh自rtに この部分 も組 み込む

ことがで きる.集 計が簡単 で短時 間でで きるため、授 業展開の 改善や 、評 価基準の改 善に時間 をか ける

こと押でき 呑=
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4日 誌 を用 いた評 価 の 活 用

(1》 内 容

生徒は,授 業毎の学習記録等を電子媒体を利用 した日誌に入力 し、蓄積することにより自己評価 に活

用する。 また、教師は、日誌情報から生徒の授業理解度を把握 し、次回の授業計画に活用する。

デー タ入力はブラウザから行い、

入力 されたデータはサーバーのデ
ータベースに登録される,教 師は、

すべ ての生徒の 日誌 を閲覧するこ

とが でき、登録 されたデー タは、

様 々な条件で検索、抽出す るこ と

が可能であ る.生 徒 の授業理解度

につ いては、数値デー タとして入

力 されてい るので、授業 ごと、一

定期 聞ごとに統計を取 り、資料 と

して 括用 している。 生徒は、 自分

の 日誌 を 自由に閲覧 し、今 までの

授業内容を確認することができる.

現在 のシステ ムは、生徒の授業

に対す る取 り組みや授業内容の理

解度 にっいて、様 々な内容のデー

タを収集す ることが主な 目的であ

る,そ のために、入力は選択式で

はな く.生 徒が 自由に記述できる

よ うに、画面を右図のようなレイ

アウ トに した。
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1授 業 理解 度 数 分布 の 度数分 布 】 【入 力 画 面 レ イ ア ウ ト】

② 準 備

ネ ッ トワークやデータベース関連の設定をした後、年度当初 に受講者の情報(受 講科 目と住徒番号、

科部組番号、パスワー ド)を データベースに登録する。授業では、年度当初に日誌の主旨、日誌へのア

クセスと認証、入力、閲覧の方法を生徒に説明する、

③ 評 価

日誌 による評価の観点は、授業のテーマ とポイン トが具体的に整理 されて記述 していること、また授

業内容の難解な点について、具体的に記述できていることなどである。

生徒 が入力 した授業に対する理解度 と難解な箇所に対する質問や意見は、授業評価 として利用 し、授

業改善の参考資料 となる、授業理解度以外は、自由に記述することができるので、様々な質問や要望、

また、生徒 自ら自己評価なども入力 されている,こ のように様 々な形式で記述 されたデータの中で、数

値デー タとして扱えるものは、数値入力項 目として旺誌に追加することで、統計処理により客観的な評

価が行える。

(4)授 粟改普

提出された 日誌の中から、質問 と授業内容で難解な所を抽出 し、その部分について毎回授業の導入段

階で、教材や説明方法を改善 し復習を行っている,こ れによ り、生徒の授業理解度は、多少なりとも向

上 していることが日誌に記述 されている授業の惑想などから分かる。このような授業改善が可能なのは、

日誌のデー タ入力を数値ではな く記述方式に しているため、授業に対する生徒の具体的な反応 を得るこ

とができるからである。
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5評 価 記 入 用紙(自 己評 価 ・相 亙 評 価)を 用 い た評 価 の活 用

(1)内 容

生徒が作成 したレポー トについて、評価記入用紙を用いた生徒の自己評価 と相互評価を行 う。生徒は、

数値記入 と自由記述による評価記入用紙をお互いに渡 し合い、それを自己評価 と共に別用紙の一覧表に

ま とめ、同時に表計算のワークシー トにも入力する.

このように、評価用紙への記入 とい う最 も簡単な方法とワークシー トへの入力とを併用 してすること

により、生徒と教師の双方にとって取 り組みやす く、さらに集計の省力化や迅速化 も可能になるよ うに

工夫 している。

今回の評価は、教師か ら与えられたテーマについてブラウザで検索を行 い、文章や図を引用 して、 自

分の意見、考え及びテーマの選択理由と要約 をワープロを用いてま とめ、Web形 式で保存 して提出 した レ

ポー トに対 して評価の記入を行 う.ク ラス全員のレポー トを教師が用意 したフレーム形式の悔bペ ージで

表示 ・閲覧できるようにし、班単位で レポー トを閲覧 して評価を行 う。

(2)準 備

① 相互評価記入用紙を配布する,評 価の観点 ・基準、配慮事項についての説明を行 う、

② 自己評価記入用紙 も基本 網互湘 臥 腿

的に相互評価記入用紙 と同

じ内容とし、自己評価 と授

業評価に関する項 目を追加

する。

③ 自己評価記入用紙は、相

互評価の結果を一緒にまと

められる形式 とし、自己評B

価及び相互評価が一覧でき

るようにする,

④ 各評価記入用紙 と同一内容 ・形式のワークシー トを用意し入力を容易にする。

⑤ コンピュータ教室のネツ 岨 騨価紀λ聴 備亙陥 、凱 湘_覧}

トワー ク上でのファイル操

作(サ ーバー上の生徒個別

フォルダへのアクセス)を

修得 させる。

(3)評 価

自己評価記入用紙及び相互

評価記入用紙とワークシー ト

は、同 じ内容 ・同 じ形式 とし

たため、生徒が用紙に記入 し

た後、その用紙を参照 しなが

ら入力するのは作業の流れ と

してスムーズである.

さらに生徒は、生徒個別フ

ォル ダに提出 したファイルに

い っで もア クセスで きるた

結 によい盒9置fと よい貞

巴
工 、る 。

で 二。

1隼 幽 書=氏 名

め、本単元以外の授業におけるレポー ト作成の際にも、す ぐに見直 して改善に役立てることができる。

教師は、提出された自己評価記入用紙(相 互評価 ・授業評価の結果も含む)を 見て、生徒の状況を把

握す ることができる、また、生徒が作成 したファイルがサーバーに提出 されているため、担当教師のス

キル とコンピュータ教室の環境がによ り、生徒が入力したファイル を集計用 ファイルか ら参照 して リア

ル タイムに集計を行 うことが容易でき、梗業の改善に評価の集計結果 を活か していくことができる。

(4)授 粟改善

授業評価 と自己評価の迫加項 目の回答結果から、特に説明や進度が適切であったかを検討 した。大多

数の生徒は、「4.とてもよい」「3.よ い」であったが、「Lも う少 し」 と回答 した生徒に対 しては、授

業 をCAI装 置で重点的に指導し、サポー トすることに留意 した。また、本校では、生徒の自己申告 による

習熟別少人数編成 とし、1学 級を発展 と標準の2ク ラスに分けている。操作の習得に課題のある生徒に

対 しては、本人の意向も確認 した上で発展クラスから標準クラスに変更する対応も行っている、
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皿 生 徒 に よる授 業評価 を活用 した実 践授 業

1「 精報A」 情報を活用するための工夫 と情報機器

(1)目 標 パ ソコンの操作方法に習熟 しプレゼンテーシ ョンを真際に実施する,

提示方法の工夫とコンピュータの利用についての基本を学ぶ。

{2)指 導計画

「4コ マ漫画 を作成 を通 してプ レゼ ンデーシ ョンの基本 を学ぶ 」(全4時 間)

第4時 間 目(本 時)

Oプ レゼ ンテー・一シ ョンの実施O相 互評価ORubricChartに よる自己評価 ・授業 評価

(3)本 時における評価甚準

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判断 技能 ・表現 知識 ・理解

O情 報伝達の

工夫

・課題内容に関心を示

し、積極的に授業に

参加 し、意欲的に作

品制作しようとする。

・1テ ー マjの 設 定

や ス トー リーをよ

く考 え、全体の流

れ を考 える。

・機器 を適切 に扱 え

作品に技術的な工

夫が見 られ 、発表

をする.

■パ ソコンの操作方 法

の理解 、プ レゼ ンテ

ー シ ョンの行い方 を

きちんと理解している,
1

(4)本 時の学習指導案

時 指導上の 詳価の
学習内容 生徒の活動 評価の槻点

間 留意点 方法

・プレゼンテーションの準憧 ・2時 間の作成では完成までい ・事前 にアドパ イ ・アド バ イスシートへ の ・知謹 ・理 解

導 かない生徒もいるが.全 体を スシートに 生 徒 の 記 入が しっか りと

15 ・自分 の作 晶 の題 名 、 点検 して、発表の準備をする. グ 幽一プ 名 な ど 行 われ ているか, ・関 心 ・意 欲

入 分 コ メ ン トな ど を プ ・ア ドバ イ スシー トの 自分 の作品 を差し込み印 ・発表の準備がで ・態 度

リン トへ 記入 の欄に必要事項を記λさせる。 刷 してお く。 き て い るか 。

・グ ル ー プ で の プ レ ・5名 ず つ の グ ル ー プ に 分 か ・発表 のや り方 ・他人の発表を真 ・関 心 ・意 欲

ゼ ン テ ー シ ョ ン の れ 、各 自のPCの 前 に 集 ま り、 を提示箔置で 剣に聞いている ・態 度

醐始 作品をお互いに見る。 教員が示す, か 、 ま た 、 ア ド

展 バ イ ス シー トへ ・思考 ・判 断

・相互評価の実施 ・作 品を 見た あ とに は ア ドバイ ス ・ス ム ー ズ に の記入は順次行

20 シー トへ の記入 をす ぐに行 う。 進む よ うに われているか. ・枝能 ・表 現

分 全体の状況
・他 者 が ど の よ う に ・全 員 の発 表 が 終 わ り、 ア ドバ を把握する, ・自分の発褒はき

開 評価 して くれ たか イスシー トへの記入が終了し ちんと行えてい

を確認 た ら、用紙をグループ内で閲 ・お互いのアドバ る か 。

覧 す る 。 椥 一卜読む時間

の設定をする.

・R山ri砿h旦rtを 利 用 ・Po艶rPointを 保 存 後 終 了 ・初回 のみバ ス ・文 章 を 読 み
、 適 ・入 力 終 了 後

ま した 自己評価 ・授 させ 、Rubri。Chartの 自 己 評 ワー ドの 股 定 正に入力ができ の ま とめ シート

と 15 業評価の入力 価 シー トを 開 か せ る。 が必要となる, たか 。 を利 用 して 、

め 分 ・コメ ン ト柵 も入 力 を させ 、保 ・入 力 の 遅 い ・コ メ ン ト禰 の 入 授業評価 、
・自己評 価の入力の 存後PCを シャッ トダウンさ 生徒に配慮 カぶ出来ている 生徒評価 を

確肥後終丁 せ る. す る, か 。 行 う、
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2「 情報A」 情報の収集 ・発信 と情報機器の活用

(1)目 標 情報通信ネ ットワークを活用 して、必要とする情報を効率的に検索 ・収集する方法を習

得する.

情報を劫果的に発信 した り、共有したりする方法を理解する.

(2)指 導計画

「指定 されたテーマ につ いて情報検索を行 いWeb形 式 の レポー トにま とめ る」

(全6時 間)

{第5・6時 間 目(本 時)※2時 間連続【O相互閲覧の実施0相 互評価0自 己評価O評 価についての報告書O授 業評価

(3)本 時における評価碁準

一

関心 ・意欲 ・態度 思考 ・判 断 技能 ・表現 知識 ・理解
一

〇情報収集と ・課題に閲心を示 して ・憎 報 通信 ネ ッ トワー ・パ ソ コ ン や ソ フ ト ・パ ソ コ ンや ソ フ ト

発信の工夫 積極的に授業に参加 クで情報を収集 して を適切に扱え、技 の操作方法、及び

し、意欲的に評価を 作成 した穀告書を評 術的な工夫が され 報告書の作成の仕

行 い、報告書 にま と 価 し、情報を発信す た報告書を作成す 方 を理解 してい

めよ うとす る。 る方法の工夫をする。 る 。 る 。

(4)本 時の学習指導案

時
学 習 内 容 生 徒 の 活 動

指導上の
評罰の観点

評価の

間 留意点 方法
一

・相互閲覧の準備 ・(4時 間 の検 索 、 俸成 で レポー ト ・閲覧の仕方を ・説 明 を よ く 聞 い ・閲 心 ・ 意

導 10 ボ完成できない生徒は、放課後 提示装置で敵 ているか 歓 ・態 度

・自分 と班員の番号 等に補習を行って完成する。} 員が示す, ・相 互評価記入用

入 分 氏名を相互評価記 ・相互評価記入用紙の指定欄に自分 紙 へ記入が行 わ r

λ用紙に記入する. と班員の番号氏名を記入する, れ て い る か 、

・班 ご と に 一 斉 に ブ ・6名 ず つ の 班 を 確 認 し、 各 自 ・ス ムー ズ に進 ・閲 覧 用 脆bペ ー ジ ・思 考 ・ 判

ラウザで開覧を開 のPCで ブラウザを起動 してお むよ うに全体 の衰示が できて 断

始 す る。 互いの作品を閲覧する の状況を把握 い るか。

展 40 す る 。 ・班員の作 品を真 ・技 能 ・表

・相互評価の実施 ・作品を閲覧 した後には相互評 剣 に閲覧 してい 現
・自己評価の実施 価記入用紙へす ぐに記入する. ・お互いの評価 る か 。

分 ・班員全員分の閲覧茄終わ り、 記入用紐を読 ・評価記入用 紙へ

・班 員 が ど の よ うに 相互評価記入用績の記入が終 んで記入する 評価を順次記入

開 艀価 して くれたか 了 した ら 、お 互 い に 渡 し合 う。 時閥を設定を してい るか 。

を確認する. ・自 己評 価 を行 う
. す る。

・相 互 評 価 の ま と ・自己評価記入用紙に相互評価 ・評価記入用紙 ・評価 内容 を正碓 ・報告 書 と評

め 、 自己 評 価 、 授 のまとめ、自己拝価、授業評 と同形式のワ に入 力が で きたか。 伍 記入 ワー

ま 業坪価を用紙に記 価を記入する。 一 ク シー トを ・各 ソフ トの 操作 クシ ー トを

50 入 し 、 ワ ー ク シ ー ・評 価 入 力 ワ ー ク シー トを開 き 、 完成する。 を逃 切に してい 見て授業評

トに入力 数 値 と コ メ ン ト欄 に入 力 し、 必 ・複 数 の ソ フ ト るか. 価 、 生徒評

と '相 互 評 価 ・自 己評 要に応 じてダラフ作成等もする。 の切 り替え ・適切 な内容 の報 価 を行 う。

分 価の載告書を作成 ・ワ ー プ ロ で 表 や グ ラ フ を 貼 り ・操作の遅い生 告書を仕上げら ・ 関 心 ・意

・報 告 書 と ワー ク シ 付けて軽告書を作成する, 徒 に配 慮す れ た か。 欲 ・態度
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W成 果 と課題

研究授業の実施か ら授業の理解度や満足度に対 して、生徒 と教員の間に差があることから授業評価 を踏

まえた授業の改善が必要である.ま た、教科 「情報」における授業のね らいを明確にした指導計画の作成

や評価の観点を十分に生徒に理解 させた上で教科 「情報」の指導を行 うことも必要である。

そのために、各委員が指導勧果を高める教科 「情報」の教材開発に取 り組む とともに、多様な授業評価

システムを開発 し、生徒による授業評価 を活用 した授業改善の手法について実践的な研究を行い、ここに

報告でーきることは大きな成果である.

しか し、今回開発 した授業評価システムについて改善点 しなくてはならい課題も明 らかになった,改 善

点1ま以下のとおbで ある。

(OEXCMを 用いた授集評価への活用について

① 複雑な準備 を必要とせず 、もっと手軽に集計か ら分析 までできるようなシステムの開発をさらに行

う必要がある.

② 自己評価や相互評価を指導計画のサイクルで活用するための研究を行 う必要がある。

③ 授業評価や 自己評価 をさらに発展さ也 生徒との双方向コミュニケーションを取 り入れた授業改善

に図ってい く必要がある。

(2)日 誌を用 した評価の活用については

① 数値データとして収集できる内容のものは、数値入力項 目とするなど、入力の簡素化を図うていく

必要がある。

② 他 の学習の成果物の 目録 としての利用や入力内容を拡張 し、応用範囲を拡大していく必要がある。

③ 授業の内容や進度によって、日誌記入の時間を授業中どの程度割 り当てることが適当なのか検酎 し

ていく必要がある。

(3)「RubrcChart」 を用いた評価の活用について

観点別評価 と自己評価及び教員が評価するシステムを、生徒間の相互評価や授業評価 などの項 目も新

たに追加 して、総合的な評価システムに発展させていく必要がある。

記入用紙 と相互評価を用 した評価の活用については、学校 ごとの指導の実態を踏まえ、評価用紙への

記入 とワークシー トへの入力とい う2つ の方法を併用することを今後 も検討 していく必要がある。

以上の改善により、授業改善に必要な有用な情報が迅速に収集することが可能とな り、授業が一層改善

されていくことが期待できる

情報の世界の進展は箸しいため、コンピュータや情報通信ネ ッ トワークなどを活用 した学習の指導方法

の改善は避けられない。 このため、教師は生徒の輿味 ・関心 ・意欲を高める教材を開発するとともに、質

の高い授業を実現するため生徒による授業評価を効果的に活用 し、絶 えず研鐵に励む必要がある。
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